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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第102期

第２四半期
累計期間

第103期
第２四半期
累計期間

第102期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年９月30日

自 2022年４月１日

至 2022年９月30日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高 （千円） 4,269,402 4,696,385 8,765,910

経常利益 （千円） 290,675 107,374 425,868

四半期（当期）純利益 （千円） 233,243 73,912 309,852

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 6,228 6,228 6,228

純資産額 （千円） 2,927,601 2,742,150 2,802,312

総資産額 （千円） 5,426,365 5,348,790 5,005,403

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

（円） 37.86 13.36 51.84

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10

自己資本比率 （％） 54.0 51.3 56.0

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） 195,749 △135,277 420,978

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） △27,176 △9,555 △24,963

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） 26,499 283,482 △444,126

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 1,637,000 1,532,466 1,393,816
 

 

回次
第102期

第２四半期
会計期間

第103期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 2021年７月１日

至 2021年９月30日

自 2022年７月１日

至 2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 16.87 5.10
 

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２ 当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

３ 潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
 （１）財政状態及び経営成績の概要

当第２四半期累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）における世界経済は、ロシアのウクライナ侵攻の出

口の見えない長期化や中国各都市の重なるロックダウンの繰り返しにより、原材料・部品調達においてインフレ圧

力が引き続き、また欧米諸国の金利政策により為替が大幅に変動し、世界経済活動が見えなくなっております。

我が国内におきましても新型コロナウイルス感染症による厳しい活動制限が緩和され正常化に向かうなか、最近

の急速な円安ドル高による消費者物価高騰にともなう消費活動の停滞が物流活動の低迷につながるリスクになって

おります。

また、海上コンテナ不足に加え、燃料費の高騰や労働力不足が海運市況の混乱を助長する結果となり、不透明な

状況が続いております。

このような状況のなか、当社ではお客様の理解のもと、各国の協力代理店及び船会社と緊密な連携を取り合って

コンテナ配送手配、荷役作業等を行い、また事務処理の効率化等経費の削減に努めましたが、輸送コストの高止ま

りにより収益水準を押し下げました。

当第２四半期累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）における当社の業績につきましては、新型コロナウ

イルスの影響もありましたが、営業収入は増加しました。しかしながら、営業利益については燃料費等諸コストの

高騰により、また、経常利益については為替相場の変動の影響で為替差損が発生し、前年同四半期比で減少しまし

た。

 
この結果、当第２四半期累計期間における営業収入は4,696,385千円で、前年同四半期累計期間と比べ426,983千

円（10.0％）の増収となりました。営業利益は93,043千円で、前年同四半期累計期間と比べ120,597千円（56.4％）

の減益、経常利益は107,374千円で、前年同四半期累計期間と比べ183,301千円（63.1％）の減益となりました。ま

た、四半期純利益は73,912千円となり、前年同四半期累計期間と比べ159,331千円（68.3％）の減益となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 ①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、今般新たな航路の取り扱いを始めたことにより既存

および新規の取引が増加し、営業収入は前年同四半期比については増収となりました。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は4,560,804千円で、前年同四半期累計期間

と比べ416,598千円（10.1％）の増収となり、全セグメントの97.1％を占めております。　

セグメント利益（営業利益）は307,786千円で、前年同四半期累計期間と比べ45,824千円（13.0％）の減益となり

ました。

 
 ②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、燃料費等諸コストの高騰によりセグメント利益については取引採算悪化傾向とな

りました。

営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は133,162千円で、前年同四半期累計期間と比べ10,330

千円（8.4％）の増収となり、全セグメントの2.8％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は10,427千円で、前年同四半期累計期間と比べ3,468千円（25.0％）の減益となりま

した。

 
 ③その他
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当セグメントにおきましては、前年同四半期とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入は2,418千円で、前年同四半期累計期間と比べ53千円（2.3％）の増収となり、全セグメント

の0.1％を占めております。セグメント利益（営業利益）は2,403千円で、前年同四半期累計期間と比べ66千円

（2.8％）の増益となりました。

 
当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より440,840千円増加して3,334,838千円となりまし

た。これは現金及び預金の増加138,650千円、営業未収入金の増加81,938千円、立替金の増加207,738千円等による

ものであります。　

固定資産は、前事業年度末より97,453千円減少して2,013,951千円となりました。これは投資有価証券の減少

54,815千円、貸倒引当金の増加35,375千円等によるものであります。

流動負債は、前事業年度末より143,201千円増加して1,511,798千円となりました。これは支払手形の減少38,267

千円、営業未払金の増加203,569千円、１年内返済予定の長期借入金の増加81,927千円、未払法人税等の減少

101,301千円等によるものであります。　

固定負債は、前事業年度末より260,347千円増加して1,094,842千円となりました。これは長期借入金の増加

259,008千円等によるものであります。　

純資産は、前事業度末より60,162千円減少して2,742,150千円となりました。これは繰越利益剰余金の増加13,042

千円、その他有価証券評価差額金の減少78,654千円等によるものであります。

 

（２）キャッシュ・フロ－の状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末比＋138,650千円であり、1,532,466千円と

なりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、△135,277千円（前年同四半期は195,749千

円）でありました。これは、税引前四半期純利益計上129,396千円、売上債権の増減額△84,152千円、仕入債務の増減

額165,302千円、立替金の増減額△207,738千円等が主な要因となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△9,555千円（前年同四半期は△27,176千

円）でありました。これは、投資有価証券の売却による収入77,267千円、投資有価証券の取得による支出△83,293千

円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、283,482千円（前年同四半期は26,499千円）

でありました。これは、長期借入れによる収入550,000千円、長期借入金の返済による支出△209,065千円等によるも

のです。

 
（３）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
（５）研究開発活動

該当事項ありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,228,039 6,228,039
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株で
あります。

計 6,228,039 6,228,039 － －
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年９月30日 ─ 6,228,039 ─ 2,394,398 ─ 52,473
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(5) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に対
する所有株式数の

割合(％)

大運協力会社持株会 大阪市中央区久太郎町４丁目１-３ 1,039 18.78

大運従業員持株会 大阪市中央区久太郎町４丁目１-３ 403 7.30

藤　本　弘　和 大阪府吹田市 205 3.71

前　田　慶　和 大阪府貝塚市 152 2.75

赤　瀬　弘 香川県丸亀市 66 1.20

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 65 1.17

岩　崎　雅　信 大阪府豊中市 60 1.09

大運役員持株会 大阪市中央区久太郎町４丁目１-３ 54 0.99

澤　吉　修 大阪府高槻市 53 0.97

前　島　道　治 東京都町田市 51 0.92

計 － 2,151 38.88
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等）  ― ― ―

議決権制限株式（その他）  ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
　普通株式

694,600 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 5,477,900 54,779 ―

単元未満株式 　普通株式 55,539 ― ―

発行済株式総数  6,228,039 ― ―

総株主の議決権  ― 54,779 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株

（議決権12個）含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式77株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社大運

大阪市中央区久太

郎町4-1-3
694,600 ― 694,600 11.15

計 ― 694,600 ― 694,600 11.15
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2022年７月１日から2022年９月

30日まで）及び第２四半期累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、か

がやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,393,816 1,532,466

  受取手形 1,393 3,607

  営業未収入金 786,926 868,864

  立替金 666,698 874,436

  その他 47,915 66,373

  貸倒引当金 △2,753 △10,910

  流動資産合計 2,893,997 3,334,838

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 92,923 88,873

   構築物（純額） 2,116 1,979

   機械及び装置（純額） 48,998 44,133

   車両運搬具（純額） 38,706 33,676

   工具、器具及び備品（純額） 5,831 5,120

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 12,000 11,047

   有形固定資産合計 776,759 761,013

  無形固定資産   

   のれん 139,655 125,689

   その他 19,615 11,913

   無形固定資産合計 159,270 137,603

  投資その他の資産   

   投資有価証券 964,890 910,074

   繰延税金資産 26,713 30,222

   差入保証金 79,172 78,919

   その他 321,038 347,933

   貸倒引当金 △216,439 △251,815

   投資その他の資産合計 1,175,375 1,115,335

  固定資産合計 2,111,405 2,013,951

 資産合計 5,005,403 5,348,790
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 38,267 －

  営業未払金 633,582 837,151

  1年内返済予定の長期借入金 343,387 425,314

  未払金 35,597 45,431

  未払法人税等 166,435 65,133

  賞与引当金 51,626 51,920

  その他 99,700 86,848

  流動負債合計 1,368,596 1,511,798

 固定負債   

  長期借入金 591,130 850,138

  退職給付引当金 227,910 229,869

  その他 15,454 14,835

  固定負債合計 834,494 1,094,842

 負債合計 2,203,090 2,606,640

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 52,473 52,473

   資本剰余金合計 52,473 52,473

  利益剰余金   

   利益準備金 18,025 23,558

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 641,602 654,645

   利益剰余金合計 659,628 678,204

  自己株式 △312,153 △312,236

  株主資本合計 2,794,347 2,812,839

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 7,965 △70,689

  評価・換算差額等合計 7,965 △70,689

 純資産合計 2,802,312 2,742,150

負債純資産合計 5,005,403 5,348,790
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業収入 4,269,402 4,696,385

営業原価 3,885,596 4,361,806

営業総利益 383,806 334,579

販売費及び一般管理費 ※1  170,165 ※1  241,535

営業利益 213,640 93,043

営業外収益   

 受取利息 17 3

 受取配当金 18,711 30,845

 受取家賃 13,200 13,200

 受取手数料 3,696 －

 雇用調整助成金 9,946 2,142

 受取補償金 24,229 －

 雑収入 18,696 13,366

 営業外収益合計 88,498 59,557

営業外費用   

 支払利息 3,430 3,837

 支払手数料 2,218 －

 為替差損 － 35,670

 賃貸費用 5,815 5,718

 雑損失 0 －

 営業外費用合計 11,464 45,226

経常利益 290,675 107,374

特別利益   

 固定資産売却益 1,563 1,254

 投資有価証券売却益 49,393 20,767

 特別利益合計 50,957 22,022

特別損失   

 投資有価証券評価損 363 －

 特別損失合計 363 －

税引前四半期純利益 341,269 129,396

法人税、住民税及び事業税 108,025 55,484

法人税等合計 108,025 55,484

四半期純利益 233,243 73,912
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 341,269 129,396

 減価償却費 40,787 30,559

 のれん償却額 13,965 13,965

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △25,733 43,533

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,280 293

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,510 1,959

 受取利息及び受取配当金 △18,729 △30,849

 支払利息 3,430 3,837

 為替差損益（△は益） △6 △15

 有形固定資産売却損益（△は益） △1,563 △1,254

 投資有価証券売却損益（△は益） △49,393 △20,767

 投資有価証券評価損益（△は益） 363 －

 売上債権の増減額（△は増加） △76,418 △84,152

 仕入債務の増減額（△は減少） 122,755 165,302

 立替金の増減額（△は増加） △139,535 △207,738

 その他の資産の増減額（△は増加） △8,270 △45,695

 その他の負債の増減額（△は減少） △23,167 △27,837

 小計 198,542 △29,463

 利息及び配当金の受取額 18,729 30,849

 利息の支払額 △3,430 △3,837

 法人税等の支払額 △18,092 △132,826

 営業活動によるキャッシュ・フロー 195,749 △135,277

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △20,000 △4,783

 有形固定資産の売却による収入 － 1,254

 投資有価証券の売却による収入 195,507 77,267

 投資有価証券の取得による支出 △202,684 △83,293

 投資活動によるキャッシュ・フロー △27,176 △9,555

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 370,000 550,000

 長期借入金の返済による支出 △226,558 △209,065

 自己株式の取得による支出 △75,170 △83

 配当金の支払額 △36,651 △54,141

 リース債務の返済による支出 △5,119 △3,228

 財務活動によるキャッシュ・フロー 26,499 283,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 195,072 138,650

現金及び現金同等物の期首残高 1,441,928 1,393,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,637,000 ※1  1,532,466
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期累計期間

(自　2022年４月１日至　2022年９月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 
(四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 
(四半期損益計算書関係)

　　　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
　 至　2022年９月30日)

役員報酬 32,820千円 35,730千円
従業員給料（賞与除く） 32,959千円 28,629千円
退職給付費用 2,631千円 1,041千円
減価償却費 9,370千円 9,914千円
のれん償却額 13,965千円 13,965千円
賞与引当金繰入 2,298千円 2,090千円
貸倒引当金繰入 △25,733千円 43,533千円
雑費 26,508千円 28,143千円

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
 前第２四半期累計期間

（自　2021年４月１日
　　至　2021年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 1,637,000千円 1,532,466千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ─ 千円 ─ 千円

現金及び現金同等物 1,637,000千円  1,532,466千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　配当に関する事項

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

 2021年６月25日
定時株主総会　

普通株式 利益剰余金 37,285 ６ 2021年３月31日 2021年６月28日
 

 
２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　配当に関する事項

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

 2022年６月28日
定時株主総会　

普通株式 利益剰余金 55,336 10 2022年３月31日 2022年６月29日
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期損益
計算書計上

額
（注）３

港湾運送事業
自動車運送

事業
計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 4,144,206 122,831 4,267,037 2,364 4,269,402
 
－

4,269,402

 外部顧客への売上高 4,144,206 122,831 4,267,037 2,364 4,269,402 － 4,269,402

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

687,693 244,684 932,378 － 932,378 △932,378 －

計 4,831,899 367,516 5,199,416 2,364 5,201,780 △932,378 4,269,402

セグメント利益 353,611 13,895 367,506 2,336 369,843 △156,203 213,640
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△156,203千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期損益
計算書計上

額
（注）３

港湾運送事業
自動車運送

事業
計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 4,560,804 133,162 4,693,967 2,418 4,696,385 － 4,696,385

 外部顧客への売上高 4,560,804 133,162 4,693,967 2,418 4,696,385 － 4,696,385

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

626,425 290,168 916,594 － 916,594 △916,594 －

計 5,187,230 423,331 5,610,562 2,418 5,612,980 △916,594 4,696,385

セグメント利益 307,786 10,427 318,213 2,403 320,617 △227,573 93,043
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△227,573千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
  （収益認識関係）

   顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

 

　　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

　１株当たり四半期純利益 37円86銭 13円36銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益（千円） 233,243 73,912

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 233,243 73,912

　普通株式の期中平均株式数（千株） 6,160 5,533
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社大運(E04247)

四半期報告書

15/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年11月14日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人

　大阪事務所
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 上　　田　　勝　　久  
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 森　　本　　琢　　磨  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

2022年４月１日から2023年３月31日までの第103期事業年度の第２四半期会計期間（2022年７月１日から2022年９月30日

まで）及び第２四半期累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の2022年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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